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公明党の佐野弘仁でございます。諸先輩議員の皆様には、

本 議会での発言の機会を与えて戴きました事に、感謝を申

し上げます、誠にありがとうございます。 

本日は、公明党の立場から県政一般について質問をさせ

て 頂きます。どうか宜しくお願い致します。 

この度の統一地方選挙では、多くの皆さまから真心から

のご支援を賜り、県議会に送り出していただきました。 

長崎幸太郎山梨県知事におかれましても、山梨県知事選

挙での大勝利で初陣を勝たれ、第６２代山梨県知事に 

ご就任されました。  

これまでの７か月間「停滞している山梨の変革、山梨を

豊かに」と掲げられ、中部横断自動車道県費削減を始めと

して、山梨県全域への積極的施策を実施、産業復興にも  

尽力され、持続可能な山梨県の実現を目指して、全力を  

傾注されていること、目指す方向性を一にする我が党も、

県政のかじ取りを託すに ふさわしい知事として推薦でき

たことに、間違いなかったと確信しております。 
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県政運営に於いての、二元的代表制の善政競争は、住民

福祉増進という共通の目的観 実現のため、役割の違いは

あるものの執行 機関と、議決機関の議会が、政策面で  

双方の機関競争を行うことであります。 

地方政治において、今後も一層重要になるとは、識者が

指摘しているとおりであります。 

新たな県政運営のスタートを切った本県にとっても、 

二元的代表制での善政競争で政策を競い合う、住民福祉増

進は持続可能な山梨県実現の上で、何より重要だと考えて

おります。 

私自身も、住民からの小さなお声も聴き逃さず、議会人

として県政発展のため、政策で県政推進ができる議員を目

指し、日々鋭意 努力を惜しまず精進していく決意であり

ます。 

それでは、以下質問に入ります。 


